「伸 子」 創作 メモ (二) 



宫本 百合 子 



三月 二十 七日 I 四月 十三 日 自分 台処 で。 きみ は 林 

町に やる スェ 子の 送り迎えの ため 

博覧会 父の 到着 (父への 話。 今月 は 二つ も 三つ も 

小説 を 書いた から 大変 都合が よい) 

滞在 泉 岳 寺、 第二 会場、 万国 街 青山 墓地で 倒れ 

たこと。 プリンス of Wells の 歓迎 門な ど を 見る。 

A と 林 町 自分 

〇 ひとが 居た 方が よい 心 持 

〇 友達の こと、 

〇 教授の こと。 

〇 肉感の こと も。 



考え 余り A と 別々 に暮す こと を もち 出す。 A、 田舎 

に 引 こんで 何も彼も すてて しまう と 云う。 人 を 教え 

る ものが 妻と 別れて 平気で 顔向けが 出来る かとい う 

七月 八日 坪 内 先生へ 手紙 

足の 工合が わるい 

一人での 生活 をしたい 心、 そのと きのこと を 楽しく 

空想す る 

七月 二十 二日 順 天堂に 通う。 



A 大阪に 立つ、 自分 翌日 一人 俥で 来る 永い 別れの 

ような 心 持。 いらっしゃいな。 いや。 わざわざ 自分 ゆ 

く 

「わざわざ 来たの？」 

二十 三日 林 町の 連中 安積に 立つ 

〇 云うまい、 云うまい、 辛い、 一思いに さしたい。 云 

い 出す と、 要求ば かりになる 辛 さ 

七月 二十 五日 九 時 頃 坪 内 先生が 来て 下さる。 



奈 良から 鹿の ハガキ 

力— タ— の 魔術 を 見に (七月 三十日) 祖母 を つれて 

ゆかれる 父 

八月 六日 九十 五 度 西 村さん、 

自分の ヒス テリ ー 的 傾向。 

十日に かえる。 自分 辛く、 顔 を 見る のが 苦痛。 うま 

く 笑えず H、 A、 

西 村、 「二三 度 斯うい うこと をく りかえ して 居る う 

ちに、 年 をと つてし まう 人 かな」 涙 をな がす 



よろこ 

若し 再び 生きて かえれるなら、 自分 は 忻んで 死ぬ、 

死んで、 この 苦しい 境遇 を かえ、 新しい 芽の ように、 

新 生涯 を ふみ 出す だろう。 

八月 十三 日 A、 淋しい から 林 町から かえれ、 とい 

う。 

八月 十八 日 那須に 十一 時の 夜行で 立つ。 車中、 五 

六 人の 東 山 行の 団隊、 丸い 六十 近いお どけ 男、 しきり 

に 仲間に いたずら をす る。 紙 切 を 結びつけ たりして。 



登山 三日 目 

四 五日 目、 A の 退屈、 夏 中 出来なかった 仕事の ェキ 

スキュ ー ス にされ る。 不快 

六日 目 ひどい 雨、 あの まっくらな 雨 

うらの 崖、 熊 ささ、 しぶき、 かけ ひの 湯の 

音 

七日 目、 A かえる、 自分もう 少しな おしたい、 そこ 

へ 部屋が あいたと 番頭 来る。 「ここ だけの 

金 を 払って るんだ から 動く 必要 はない、 ど 

うせ あとに 人が 入る のだろう」 



私の 不明 も わびよう」 それで はお そいと い 

う 心 持。 

〇 七日 一 つ 夢を見る。 A が 血が 出る からと 云って 医 

者 を 呼び、 傍に 居る 女中に 気が ねして 少し Mood が 出 

ると 云った のまで はっきりして 居る。 朝 医師 を 迎えの 

手紙 を 書きつ つ、 それが 事実に 合う 悲し さ を 感ず 

十二月 喀血 (六日) の 夜 そのこと を 話す。 風呂場で 

妙な セキが 出る のね、 と 云った とき、 

菌 のこと、 自分に うつって 居る かもしれ ぬ 事 

十八 九日 朝 零下の こと 多し 



〇 七日 寺 沢 一 時半に 来る 由、 

冷静に なろうと し、 自分、 机の 前に 来る。 アデ イソ 

ンとス ティ— ルの wit よめず。 我慢して 十二時まで 机 

の 前に 居る。 左の 肺尖の 音が 少し 悪い から、 鎌 倉の 養 

生院に 居る 知人に 話し、 見させよう という。 

自分 も 見て 貰う。 異常な し。 

夜 床に つこうと して 体 を 動し、 その 拍子に 又 出す。 

精神 感動で 手足 ひやひや 体 を ふるわす。 湯たん ぼ 

八日 零下。 



生活に ついての 不安。 

九日 ケィォ ー の 奥 田 喜久三 来、 上半身む き 出しに 

なり、 従順に 深呼吸したり 何 かする A を 見る 哀れさ。 

矢張り 異常な し。 

十、 十一、 十二、 平穏。 

十三 日 少しよ くな つて A 、学校 学校と さわぐ。 

よくな つ て 自分の 仕事 をして 居られる のに 行かない 

の はどう もと、 義務 を 云々 する。 自分 は 其 を 姑息に 感 



十四日 岸 博士 来、 左 胸部 浸潤 

来年 二月 頃まで 休養 

〔欄外に〕 (七) 〇 病気に かまけ て 居る A を 見る 歯が 

ゆ さ。 

聖書 マンネリズム 

〇 上役に 対して。 

〇 パ— マの こと。 

一 一月 頃 

〇 西 村の こと。 



白菊の 盛、 蠅 多き 秋 

〇 国 男 折角 来たのに 「居た つて 何にもな り やしない」 

翌年 仕事 をし 始める。 

四月 十一 日 伊太利 亜の 古陶、 心の 河、 それ をし まつ 

て 野 上さん のと ころへ 行った とき Y に 会う。 

二士 一日 Y 来 散歩。 

二十 八日 鎌 倉 

五月 六日 Y と 活動 を 見る。 

九日 安積に 立つ。 

五月 二十 八日 Y 、安積へ 来る。 一日 かえる。 



四日、 自分 Y のと ころへ ゆく。 五日 林 町〜 電話 

かえる。 

六日 朝 a から 電話 夜、 青山へ かえる。 

六月 七日 八日 二日、 "do you still love me?" 

A 料理して 私に たべさせ、 返事 をせ まる。 

別れる と 返事す。 A 鳥籠 を 破る。 

〇 「 一 旦 結婚して 男 はとても 一 人で 居られる もので は 

ない。 肉体的な 意味で なしに。 —— 女 はそう ではない 

力ち し.^ な レカ」 



いじく る。 (何 を 考えて 居る か) 

草木の 手入れの 仕方 

庭の やかまし さ、 

A の 大工 仕事。 傍での 読書 

バル ダスの 切符 { 夫、 自分 はもう そう 長く は 生きない 

の だ、 其那 余裕 はない。 

{ 妻、 若し。 その 死ぬ まで 死ぬ までと 

云って 居る 夫に つ いて 何も 見ず 聞かずに 暮す 恐怖 
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